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∗ 皆の広場 素人の地震・耐震考②〜⑧

∗ （出典） ネット（説明図等）

∗ ［Ａ］ 地震・耐震入門
∗ ［Ｂ］ 地震学
∗ ［Ｃ］ 地震動
∗ ［Ｄ］ 耐震設計（１）
∗ ［Ｅ］ 耐震設計（２）
∗ ［Ｆ］ 制震・免振

∗ ［Ｇ］ 五重塔の耐震性
∗

∗ 今回 ２０２５年５月７日
∗ 原本 ２０２４年８月２２日 永野 徹

∗

「地震・耐震」
（ｻﾌﾞﾀｲﾄﾙ）地震動と建物耐震

［1］世界の地震
∗ （１）世界の地震帯
∗ （２）世界の巨大地震
∗ （３）日本の地震帯
∗ （４）日本巨大地震（最近）
∗ （５）日本の震源分布

∗  ［２］地震用語
∗ （１）マグニチュード（Ｍ）
∗ （２）震度階

∗ ［３］緊急地震速報
∗ ①緊急地震速報ﾞ
∗ ②Ｐ波とＳ波

∗ ［４］地震発生予知
∗

∗ Ｒ７．５．１０ 自文科 永野 徹
∗

∗

∗

「地震と耐震」

［Ａ］地震・耐震入門
皆の広場 素人の地震・耐震考②「地震・耐震入門」

［１］世界の地震
（１）世界の地震帯

（２）世界の巨大地震

（３）日本の地震帯（M≧５、1994～）
（４）日本の巨大地震（震度７地震1995以降）

（下表にR6.1.1能登半島地震M7.6を追加）
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（５）日本の震源分布
震度≧６、（1995～2023）

∗ （１）地震規模（Ｍ：地震のエネルギー指標）

∗ １）マグニチュード（Ｍ）の分類

∗ ２）地震マグニチュードと発生頻度

∗ （２）震度階（被害地における地震揺れの大きさ）

∗ 1)気象庁震度階の変遷

∗ ２)気象庁震度階（M≧３）

∗ （３）緊急地震速報

［２］地震用語（気象庁）

マグニチュード（Ｍ）： 地震エネルギーの大きさ
震度階： 被害地の揺れ大きさ

（１）地震規模（マグニチュード：Ｍ）
１）マグニチュード（Ｍ）

地震規模指標Ｍが１増えると32倍のエネルギー差
。

２）地震規模Ｍと発生頻度

（２）震度階の変遷（地震動揺れの大きさ）
１）気象庁震度階の変遷

２）震度階の変遷
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３）震度階と被害状況（1996以前）
※1996年以降：震度5,6に強弱2段階設定

４）震度階と被害状況（1996以降）

５）気象庁震度階目安（揺れの程度） ［３］緊急地震速報（気象庁）
１）地震速報

P波（縦波）とＳ波（横波）伝搬速度の違いを活用

して初動から本動の到達時刻を予想する。
初動：Ｐ波（PRIMARY）の伝搬速度≒７km/S
本動：Ｓ波（SECONDARY）の速度≒４km/Ｓ

∗ （１）確率論的地震発生予測法

∗ ・過去地震の発生頻度から統計手法で再来年

∗ 数を確率的に予測するもの。（統計手法）

∗ （２）電離圏の異常検知法

∗ ・岩石歪破壊による地震発生前の地盤電離異

∗ 常と当該上空部電離層の異常を事前に検知

∗ して地震発生を予測するもの。（研究段階）

［４］地震発生予知
（１）確率論的地震発生予測法

１）確率論的地震動発生予測地図
 今後30年以内に（Ｍ≧６弱地震）が発生する確率分布図
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２）確率論的地震発生予測計算
（1回/100年）地震発生頻度の地点で70年経過後の発生確率 （２）電離圏の異常検知法（京大：梅野教授）

１）東日本大震災発生前の電離圏異常検知
下図右朱点部から20〜30分前に異常検知（プレート境界部）

２）電離圏異常で大地震発生予知へ(京大：梅野教授)

（観測事例）東日本大地震・三陸沖地震・熊本地震他

Ｍ≧７大地震時の電離層異常検知

１．大地震（発生前の≧Ｍ６）発生
前の電磁気学的以上発生

２．プレート境界面すべり面に有る
スメクタイト粘土質中の水が高
温高圧下で超臨界状態となり
電気的絶縁状態となり電磁気
学的異常でプラス電荷が増え
て上空３０ＫＭ付近の電離層を
引き下げると言う異変状態が起
き４分後に大地震が発生した。
同様の事象は他の大地震でも
観測されている。

３．電離層異常は他の要因でも起きる

東日本大震災発生前（20～30分前）
電離圏電子数の異常検知（朱点部）


